
【社会学部 社会共創学科】カリキュラムマップ（2026年度入学生用）

DP2：社会共創に関する知識や理解、そして技術を有している

DP3：幅広い視野をもって合理的・批判的に判断できる

DP4：適切な日本語運用力を修得し、活用することができる

DP9：多様性の尊重と共生の精神を有している

DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

１．大学で学習するにあたっての基本的な技術を身につける ○ ○

２．社会共創の心構えと意義を理解している ○ ○

３．地域に参加する態度やマナーに関する知識を得る ○ ○

１．自らと社会との関わりを理解している ○ ○

２．プロジェクトをチームで企画・実施し、成果を発表できる ○ ○ ○

３．自らのキャリアデザインの可能性を考えることができる ○ ○

１．社会共創するためのリサーチと情報収集を行うことができる ○ ○

２．学内イベントの効果的な運営方法を考案し、実施できる ○ ○ ○

３．「社会共創プロジェクト」を理解し、取り組むための基礎能力を身につける ○ ○ ○

１．自らと社会の関わりから、社会の課題を考えることができる ○ ○ ○

２．他者の意見を取り入れつつ、自分の興味関心を深めることができる ○ ○ ○

３．多角的視点から社会課題の解決に向けてプロジェクトを考えることができる ○ ○ ○

１．社会共創の視点からプロジェクトを企画し、実現を目指すことができる ○ ○ ○

２．社会課題の解決に貢献し、持続可能な社会構築のためのスキルを身に付ける ○ ○ ○

３．社会課題解決に向けた提言をすることができる ○ ○ ○

１．卒業研究に取り組むうえで必要な基本的な知識・技能を身につけている ○

２．専門分野のテーマに関して、論理的に考える方法を身につける ○ ○

３．調査した成果をプレゼンテーションし、討議できる ○ ○

１．取り組みの焦点が絞られた卒業研究のテーマを設定できる ○ ○

２．卒業研究を進める目的・方法を明確化して、研究計画書を作成できる ○ ○ ○

３．先行研究を詳しく調べて要点を明確化して、卒業研究の推進に結び付けられる ○ ○ ○

１．卒業研究の成果物を創造的に制作して提出できる ○ ○ ○

２．卒業研究の発表会で分かりやすく発表し、適切に質疑応答できる ○ ○ ○

３．主体的に学ぶことの価値を理解し、生涯学習へつなげることができる ○ ○

１．社会学の基礎概念を理解する ○ ○

２．社会が私たちの生活に影響している側面について理解する ○ ○

３．社会学を現代社会の諸問題と結びつけて考えることができる ○ ○

１．社会共創の概念やその成り立ち、基本的な考え方を説明できる ○ ○

２．多様な主体が協働し、新たな価値を創出するプロセスについて適切に説明できる ○ ○ ○

３．社会共創の可能性と課題を実践例を通して説明できる ○ ○ ○

１．現代日本の社会課題の現状について、マスメディアやネット上の情報から理解する ○ ○

２．現代日本の社会課題の現状について、統計データから正しく理解する ○ ○

３．現代日本の社会課題の背景にある社会の構造について理解する ○ ○

１．多様性と共生の視点で持続可能な社会について議論できる ○ ○

２．批判的思考を養い、社会課題の解決策を考察できる ○ ○

３．多様な視点を持ち、主体的に社会に参加する力を身につける ○ ○ ○

１．仏教寺院が歴史的に担ってきた社会的役割について具体的事例をあげて説明できる ○ ○ ○

２．現代社会における仏教寺院の社会活動について，事例を挙げてその意義や課題を分析できる ○ ○ ○

３．仏教思想や仏教寺院が今後果たしうる役割について，自らの視点で提案し社会的意義を説明

できる
○ ○ ○

１．ジェンダー論の基本的な用語と理論を習得する ○ ○ ○

２．ジェンダー平等と性の多様性を基本的権利の一つとして捉えることができるようになる ○ ○ ○

３．日常生活の様々な場面や社会の諸問題について、ジェンダーの視点から思考できるようになる ○ ○ ○

１．社会的包摂が登場してきた社会的背景を説明できる ○ ○

２．社会的排除と社会的包摂の概要について適切に理解する ○ ○

３．実際の事例を通して社会的包摂の可能性と課題を知る ○ ○ ○

１．多文化共生社会とは何かを理解している ○ ○ ○

２．多文化化が進む日本の政策と実情を理解している ○ ○ ○

３．マイノリティ支援の豊富な実践例を紹介することができる ○ ○ ○

１．経済学の基本的理知識を理解している ○

２．経済学の基礎的な用語・概念を他者に説明できる ○

３．経済に関わる諸問題について経済学の視点から考えることができる ○ ○

１. 政治学の基本的理知識を理解している ○

２. 現代社会の様々な問題から、政治のあり方はいかにあるべきか理解している ○ ○

３. 現実の政治現象を論理的に考え、自らの言葉で説明できるようになる ○
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授与する学位：学士（社会学） ディプロマ・ポリシー

知識・理解 幅広い視野

DP1：人、自然、環境、社会、地域、国際について幅広い教養を有している

汎用的能力 基本的能力

DP5：母語以外の特定の外国語について基礎的なスキルを修得し、活用することができる

DP6：基礎的ICTの知識・スキルを修得し、適切に活用することができる

DP7：数的データを含む多様な情報を適切に収集・分析し活用することができる

態度・志向性

豊かな人間性

DP8：仏教精神を理解し、自らの理解・判断・行動を見つめ直す姿勢を身につけている

DP10：日本の伝統文化を深く理解し、その成果を自分の生活に生かすことができる

態度・志向性

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

〇：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
  （※1つの達成目標に対して最大3個まで）

DP11：高い倫理観を持ち、思いやりの心を忘れずに他者と接することができる

DP12：社会共創の知識・理解・技能等に基づき、対話や議論を重視し、他者・他文化との相互理解に努めることができる

DP13：社会共創の知識・理解・技能等を活用して、社会に参画する態度を有している

統合的な学習経験と創造
的思考力

応用的能力 DP14：自らの生涯を見通す視野を持ち生涯を通じて学び続け、キャリア形成をする力を備えている

DP15：現代社会の諸問題を解決するために、社会共創の知識と技能を活用し、問題解決に実践的に取り組むことができる

社会共創実践演習I
社会共創の実体験を通じて、「社会共創プロジェクト」に取

り組むための基礎能力を身につける

社会共創実践演習II 自己と社会の関わりを理解し、社会課題の解決をめざす

社会共創基礎演習I
大学生としての基本的な心構えを身につけ、大学での学

習に欠かせない知識・技能・方法を学ぶ

社会共創基礎演習II
社会との関わりの理解を通じて、自己のキャリアデザイン

について考える

卒業研究Ⅰ
研究テーマと研究計画を定め、必要な資料・データを収集

する

卒業研究Ⅱ 卒業研究の制作と発表を通して4年間の学びを完成させる

社会共創実践演習III
社会課題の解決を目指すプロジェクトを実施し、評価をお

こない、そこで得た知見を京都市等に提言する

社会共創総合演習
卒業研究を進めていくうえで必要な基本的な知識・技能を

幅広く修得する

社会の課題I

貧困や生きづらさ、孤立・孤独、少子高齢化、家族構造の

変化、地域の衰退、災害復興など、現代の日本における

社会課題を社会学の視点から考える

社会の課題II

持続可能な社会の課題について議論し、批判的思考と主

体的な社会参加力を養い、社会的なつながりや協力関係

を模索するために必要な多角的な視点も養う

社会学入門

社会現象に即して社会学の主要な概念や命題を学びなが

ら、社会学の独自性を理解し、社会学的なものの見方を獲

得することを目指す

社会共創入門 社会共創の概念やその成り立ち、基本的な考え方を学ぶ

社会的包摂
人びとが健康で文化的な生活を送ることのできる社会のあ

り方を学ぶ

多文化共生 多文化共生社会についての理解を深める

仏教と共創社会

仏教寺院を「社会インフラ」として捉え、その歴史的役割を

学ぶ。さらに、これからの社会において仏教寺院が担いう

る役割を考察する

社会とジェンダー ジェンダーの基本的知識と人権としての性を学ぶ

経済学概論
実際の経済現象や時事問題を経済学という視点で、より

身近なものとして捉えるための基本を身につける

政治学概論
政治と社会・経済のつながりなど現実の政治の動向も見

ながら、政治学の基本的な考え方や概念を学ぶ



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

〇：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
  （※1つの達成目標に対して最大3個まで）

１. 人権に関する基本的な知識を取得し、解釈の方法や裁判例の読み方を身につけることができる

ようになる。
○

２. 国や地方の政治が動く仕組みを理解し、自身がその構成員であるということを意識できるように

なる。
○

３. 論理的な文章が書けるようになる。 ○ ○

１．社会福祉学に関する基本的な知識（価値、技術含む）を習得している ○ ○ ○

２．日本で生活する様々な人々が抱える社会問題に対する社会福祉（制度、政策含む）の意義を

説明できる
○ ○ ○

３．専門機関、事業所、NPOなど福祉の担い手について理解している ○ ○ ○

１．自然災害のメカニズムと影響を理解している ○ ○

２．環境保護と防災を統合的にアプローチできる ○ ○

３．地域コミュニティのレジリエンスについて考えることができる ○ ○

１．健康に影響する生活要因（食事・運動・休養など）を理解している ○ ○

２．食生活による疾病への影響を理解している ○ ○

３．健康を阻害するリスクが理解でき、予防策を提案できる ○ ○

１．コミュニケーションの基礎的知識と技術を理解し、具体的なコミュニケーション課題に対応できる ○ ○ ○

２．異文化理解と多様性への配慮を持って他者と関われる ○ ○ ○

３．フィードバックや傾聴などの実践スキルを身につける ○ ○ ○

１．ストレスの科学的メカニズムと心身への影響を理解している ○

２．呼吸法、リラクゼーション技法、時間管理などの実践的なストレスマネジメントスキルを習得し、

日常生活で効果的に活用できる
○ ○ ○

３．他者のストレス状況に配慮し、ストレスに強い共創的な環境づくりに貢献しようとする姿勢と視

点を身につける
○ ○

１．人の肌と化粧品成分の関係ついての基礎知識を理解している ○ ○

２．現代社会における化粧文化について理解している ○ ○ ○

３．健康的な心身を維持するための化粧の理論と技法を理解している ○ ○ ○

１．多様なメディアの特性と社会的影響を批判的に分析することができる ○ ○

２．情報の信頼性を分析・評価する能力を修得している ○ ○

３．主体的に情報を選択し、責任ある発信を行う姿勢を身につけている ○ ○ ○

１．AIを含むデジタルツールを活用し、現実的かつ創造的な企画を構築することができる ○

２．情報を視覚的にわかりやすく伝えるためのデザインに関する基本知識を有している ○

３．AI生成ツールを活用しながら、自分の考えを的確に他者に伝えることができる ○ ○

１．日本語を分析的に捉える方法を理解している ○

２．ロジカルシンキングの技法をレポート作成に活用できる ○ ○

３．ロジカルシンキングの技法のプレゼンテーションに活用できる ○ ○ ○

１．生成 AIの特徴と限界を理解している ○ ○

２．.効果的なプロンプト設計と結果活用ができる ○ ○ ○

３．AIを用いた創造的な問題解決法を実践できる ○ ○ ○

１．色彩の基本理論と配色についての知識を習得する ○ ○

２．カラーコーディネイトによる視覚的、心理的効果を理解している ○ ○

３．グラフィックデザインにおける色彩の専門知識を習得する ○ ○ ○

１．DTPとデジタルメディアにおける情報編集の違いを理解する ○ ○

２．グラフィックデザインの基礎知識を身につけ、Adobe CCなどのツールを習得する ○

３．AI生成技術を理解し、デザインの実践に応用する力を養う ○ ○

１．ユニバーサルデザインの基礎知識を理解している ○ ○ ○

２．生活環境とデザインの関係性を理解している ○ ○ ○

３．他者の視点に立って、より良い社会のためのデザインについて提案できる ○ ○ ○

１．ブランドデザインの基礎知識について理解している ○ ○ ○

２．各種業界のブランドヒストリーについて理解している ○ ○ ○

３．ブランド拡張に関する企画を考案しプレゼンテーションできる ○ ○

１．プログラミングの基本概念と構文を理解し活用できる ○ ○

２．簡単なアルゴリズムを設計・実装できる ○ ○

３．基礎的なプログラムを自力で作成・修正できる ○ ○

１．目的に応じて、アルゴリズムを設計・実装できる ○ ○

２．オブジェクト指向の概念を理解し活用できる ○ ○

３．サンプルプログラムをもとに、実用的なプログラムを作成・修正できる ○ ○ ○

１．社会調査の意義と歴史を理解している ○ ○

２．社会調査の多様な類型を理解している ○ ○

３．社会調査によって収集されたデータと統計のかかわりを理解している ○ ○

１．質問紙調査法に関する計画・実施方法を理解している ○ ○

２．社会調査の調査票を作成できるようになる ○ ○ ○

３．データを分析できるように、調査で得られた情報をコーディングして入力、編集ができる ○ ○

１．記述統計に関する基礎知識を身につけ、適切にデータを扱うことができる ○ ○ ○

２．Excelを用いて、データを数値やグラフで適切に要約できる ○ ○ ○

３．インターネットから公的統計データ等を入手し、適切に活用することができる ○ ○

１．統計分析ソフトウェアを用いて、記述統計量の算出やグラフ作成を行い、分析結果を簡潔にレ

ポートすることができる
○ ○ ○

２．推測統計 の基本的な考え方を説明することができる ○

３．統計分析ソフトウェアを用いて、t検定、相関分析、カイ二乗検定を行い、分析結果を簡潔にレ

ポートすることができる
○ ○ ○

法律学概論
法律とは何か、法律は私たちの日常生活とどのように関

わっているのかについて理解を深める

社会福祉学概論

社会福祉に関する基本的な価値、知識、技術を学び、現

代の社会問題を通して、社会福祉の法制度や福祉の担い

手について理解する

対人コミュニケーション
コミュニケーションの基礎的知識と技術を学び、演習等も

行いながら、実践で有効に活用できる能力を習得する

ストレスマネジメント
現代社会における効果的なストレスマネジメントの理解と

実践

環境防災学概論
自然災害と環境問題の関係を理解し、防災力向上と環境

保護の総合的アプローチについて学ぶ

健康管理論
	

健康増進のための医療・医学の概要を学ぶ

情報コミュニケーション演習

情報を効果的に整理・伝達するスキルを学ぶ。写真、動画

を含め、情報の収集と編集の方法を理解しつつ、企画立

案、デザイン、プレゼンテーションの基礎的な知識と技術を

身につける

ロジカルシンキング
情報を論理的に読解・思考して表現するための技法と表

現力を修得する

化粧と健康

心身の健康維持や向上に寄与する重要な手段としての化

粧について学び、正しい知識を身につけ、化粧と健康の関

連性への理解を深める

メディアリテラシー
多様化するメディア社会における批判的思考と情報活用

力の養成：メディアリテラシーの理論と実践

情報デザイン演習

本授業では、AIのサポートを活用しながらも、自らのクリエ

イティブな判断を発揮できるスキルを身につけることを目

指す

ユニバーサルデザイン
衣・食・住のすべてにおけるユニバーサルデザインの基礎

知識と幅広い視野による思考力を修得する

生成AI活用
生成AI時代の情報リテラシー： 基礎知識から実践的活用

まで

色彩とデザイン
色彩の基本理論と配色について学び、デザインにおける

色彩の役割と効果について理解を深める

プログラミング応用
プログラミング実践力の養成：データ構造・オブジェクト指

向プログラミング・効率的アルゴリズムの実装

社会調査入門
社会調査の意義、歴史、類型などの基本的事項と、社会と

統計の関わりを理解する

ブランドデザイン
各種業界におけるブランドデザインの基礎的な知識とブラ

ンディング技法について学ぶ

プログラミング基礎
Pythonを用いたプログラミング思考の入門：変数・条件分

岐・ループ構造の基礎から簡単なプログラム開発まで

社会データ分析II
推測統計の基本的な考え方を学び、統計解析ソフトウェア

を用いて社会データの実践的分析演習に取り組む

社会調査法
社会調査によって資料やデータを収集し、分析しうる形に

まで整理していく具体的な方法を修得する

社会データ分析I
統計を理解し、使いこなすために必要な「統計リテラシー」

を修得する



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

〇：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
  （※1つの達成目標に対して最大3個まで）

１．因子分析や重回帰分析の考え方を理解し、分析結果を正しく評価することができる ○ ○ ○

２．サンプルデータに対して因子分析を適切に行うことができる ○ ○ ○

３．サンプルデータに対して重回帰分析を適切に行うことができる ○ ○ ○

１．質的・量的調査の企画から報告書の作成までにまたがるプロセスについて理解する ○ ○ ○

２．面接調査を実施する ○ ○

３．面接調査の結果をプレゼンテーションすることができる ○ ○ ○

１．質問紙を作成できる ○ ○ ○

２．質問紙調査の回答を集計できる ○ ○ ○

３．質問紙調査の結果を報告書にまとめ、プレゼンテーションすることができる ○ ○

１．他者の生き方を好意的に受け入れる力を身につけている ○ ○ ○

２．多様な価値観を理解したうえで、自己の考えを表現することができる ○ ○ ○

３．キャリアビジョンをまとめることができる ○ ○

１．起業とその意義について理解している ○ ○ ○

２．起業から安定成長にいたるまでに直面する経営上の課題を理解している ○ ○ ○

３．起業における事業構想プロセスの手法を身につけている ○ ○ ○

１．多様な仕事や働き方への理解を深め、自分自身の選択の幅を広げる ○ ○

２．自己理解を深め、長期的なキャリアイメージを持つことができる ○ ○

３．キャリア設計について深く考え、自分の言葉で表現することができる ○ ○

１．キャリアデザインを考えるうえでの基礎的な知識を有している ○ ○

２．自分の強みや価値観を確認し、自分のキャリアについて主体的に考えて行動する ○ ○

３．将来の就職活動において自己PRができる自信を身につける ○

１．実習先の企業、業界の特色、実習のマナーについて理解している ○ ○ ○

２．毎回の実習内容と目標達成状況についてフィードバックできる ○ ○

３.実習を通じて、組織活動における自らの強みと課題を把握する ○ ○ ○

１．起業や新規事業の立ち上げに必要な基礎知識を身につける ○ ○

２．社会状況を分析し、ニーズを見出し新たなビジネスを構想する力を身につける ○ ○ ○

３．起業プロセスを理解し、具体的なビジネスプランを設計できる ○ ○ ○

１．老舗の歴史と経営戦略を分析し、社会的・文化的意義を理解している ○ ○

２．老舗が地域のアイデンティティ形成や文化継承に果たす役割を理解している ○ ○

３．老舗経営者による授業により、地域社会発展の視点とスキルを身につける ○ ○

１．産業集積の基本的な概念について説明できる ○ ○

２．現実の産業集積にかかる諸現象を把握し、情報を整理できる ○ ○

３．いかにして持続性のある地域産業の構築が可能になるかを、実例に基づいて理論的に考えら

れる
○ ○

１．ソーシャルビジネスの特徴や手法、現代社会における意義や役割を理解している ○ ○ ○

２．ソーシャルビジネスの可能性と課題を理解している ○ ○

３．ソーシャルビジネスの担い手として自らを捉え、関わり方について自分なりのイメージを持って

いる
○ ○ ○

１．ファミリービジネスとは何かを理解している ○ ○

２．中小企業金融の特徴と担い手を理解している ○ ○

３．ファミリービジネスの経営戦略や社会との関係について関心を深める ○ ○

１．まちづくりに関連する基礎的な知識を習得している ○ ○

２．市民主体のまちづくりや協働の意義を理解している ○ ○ ○

３．まちづくりにむけた課題発見と考察に積極的に取り組むことができる ○ ○ ○

１．公共政策が決定される立案プロセスを理解している ○ ○

２．公共政策の事例や評価方法を理解している ○

３．公共政策が地域に与える影響を理解している ○ ○

１．コミュニティ心理学の基本概念を習得している ○ ○

２．社会問題や身近なできごとに対して多角的視点で考察ができる ○ ○

３．コミュニティアプローチの具体的な実践例を理解している ○ ○ ○

１．地域の現状と課題を理解している ○ ○

２．地域課題解決の展望を拓くことができる ○ ○ ○

３．他者の話を理解し、同時に自らの考えを伝え、チームでで地域での発見と課題解決プロセスを

発表できる
○ ○ ○

１．行政の医療・介護サービスについて理解している ○

２．地域活動の有用性について考えることができる ○ ○

３．社会的処方の実践について考えることができる ○ ○ ○

１．観光資源と地域社会の関係を理解している ○ ○

２．持続可能な観光を実現するための戦略を考察できる ○

３．京都という国際観光都市での学びを通じて、実践的な観光業の知識とスキルを身につける ○ ○ ○

１．観光ビジネスについての基礎知識を理解している ○ ○

２．各種観光事業におけるマネジメントを理解している ○ ○

３．観光分野主要資格試験の知識を身につける ○

１．観光地理学の基本的な諸概念を理解している ○

２．日本と世界の観光地域を自然・人文地理学的視点から分析できる ○ ○

３．持続可能な観光のあり方を地理学的観点から考察できる ○ ○

1．日本の歴史の流れを理解している ○ ○

２．各時代の特徴を把握している ○ ○

３．京都の歴史的建造物や史跡を実地で学ぶことを通じて、地域に根ざした歴史的文脈を体感的

に把握している
○ ○

１．古代から現代までの外国史に関する基礎的な用語と一般的な知識を理解している ○

２．歴史認識の多様性や歴史学の面白さを理解している ○ ○

３．歴史教育で求められる歴史観や、現代社会における歴史の役割 を理解している ○ ○

多変量解析
多変量解析の基礎を学び、卒業研究等で必要となる統計

的データ処理を正確に実行するための技術を習得する

生き方・働き方
社会で活躍するゲスト講師の講演を通して、現代の社会を

取り巻く環境と多様なキャリアを知る

起業入門
起業に関する基本的知識を理解したうえで、自らが起業し

てみたいという起業家精神を養う

社会調査実習I

質的調査と量的調査の企画から実施、プレゼンテーション

までの一連の社会調査プロセスを学ぶ。社会調査実習Ⅱ

とセットで、社会調査士資格認定のためのG科目に対応す

る

社会調査実習Ⅱ

量的調査の質問紙の作成から調査結果の報告までを体

験して学ぶ。社会調査実習1とセットで、社会調査士資格

認定のためのG科目に対応する

社会連携実習

連携先企業や自治体などでの実習を通して自身と向き合

い、キャリア開発、将来設計について考えるとともに、社会

実践力を身につける

スモールビジネス演習
起業や新規事業の立ち上げに必要な知識や視点を身に

つける

キャリア開発演習A 自己理解と仕事や社会への理解を深める

キャリア開発演習B
人生に対する主体的な姿勢を確立し、理想のキャリアを描

く

ソーシャルビジネス
社会問題の解決に取り組むソーシャルビジネス（NPOや社

会的企業等による実践）の可能性と課題を理解する

事業継承
ファミリービジネスと事業継承について、実際の事例を通し

て学ぶ

「京の老舗」研究
京都における老舗の社会的・文化的意義、地域社会への

影響、持続可能性について学ぶ

地域産業論
現代経済における産業構造に焦点を当てながら、さまざま

な産業の姿について地域論の視点から理解を深める

コミュニティ心理学
多様なコミュニティの問題を取り上げ、身近な事例を通じて

コミュニティ心理学の基本的な発想や実践について学ぶ

まちづくり演習
地域の活性化や地域社会が抱える課題の解決に向けて、

現地訪問と調査を行って提案する

まちづくりデザイン
まちづくりとは何かを習得するとともに、市民が行政などと

協働してまちづくりに取り組む意義と方法を学ぶ

地域公共政策
地域社会に影響を及ぼす公共政策の立案プロセスや事

例、評価方法を理解する

観光ビジネス
観光に関わるビジネスについて基礎的な理解を深め、観

光マネジメントについて各種観光事業ごとに学ぶ

観光地理

日本や世界の具体的な観光地域における、自然環境、経

済、社会との関わりについての理解を通して、観光地理学

の基礎的な知識と見方・考え方を身につける

社会的処方
社会的処方の定義や内容について理解し、医療サービス

と人・地域との連携を考える

観光と社会
観光と社会の関係を多角的に学び、観光資源の管理と持

続可能な観光戦略を考察する

日本史

日本の各時代の資料を読解しながら、当該期の社会や文

化について学ぶ。また、京都という土地柄を活かし、実際

に歴史の舞台となった場所を訪れる

外国史

世界の主要な地域の歴史を概観し、歴史学的な視点を養

うことを目指す。古代文明から現代社会まで、多様な文化

や社会の形成過程を比較分析する



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

〇：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
  （※1つの達成目標に対して最大3個まで）

１．現代文化の概念と日常への影響について理解している ○ ○ ○

２．多様な視点による文化の捉え方を理解している ○ ○ ○

３．生活と文化の関係性を理解し、理論的に説明ができる ○ ○ ○

１．日本および世界の日本語教育の状況と言語政策・言語教育政策を理解する ○ ○ ○

２．異文化接触によって日本語学習者に生じる問題とその適応のプロセスについて理解する ○ ○ ○

３．日本語教育の役割を理解し、異文化コミュニケーションと異文化間教育に関する基礎的な知識

を理解し、異文化間調整能力を向上させる
○ ○ ○

1．世界の主要な言語と日本語の特徴を理解する ○ ○

２．日本国内の多様な日本語の実態と日本語話者の存在を理解する ○ ○ ○

３．文化や言語が異なる人々が共生するために必要なコミュニケーションや社会言語能力・社会文

化能力に関する知識と方法について理解し、社会言語能力・社会文化能力を向上させる。
○ ○ ○

１．マンガ・アニメの文化的発展の変遷について理解している ○ ○ ○

２．マンガ・アニメの表現手法について理解している ○ ○ ○

３．マンガ・アニメがもたらす社会への影響について多角的な視点から考えることができる ○ ○ ○

１．テレビ、新聞、雑誌などがこれまでに社会で果たしてきた役割について理解する ○ ○

２．インターネットがこれまでに社会で果たしてきた役割について理解する ○ ○

３．現代社会におけるメディアが果たしている役割について理解する ○ ○

１．メディアの歴史的発展の理解：メディア技術の進化とアート表現への影響を把握する ○

２．最新メディア技術の理解: 現代の新しいメディア技術が表現や社会に与える影響を理解し、批

判的に考察する
○

３．表現とメディアの相互作用の理解: 現代のメディア環境における新たなアート表現の可能性を

探る
○

１．スマートフォンを使った動画撮影・編集ができる ○ ○

２．Adobe CC Premiere Proを用いて、本格的な動画編集（エフェクトやトランジション）ができる ○ ○

３．映像の表現方法の基本を理解している ○ ○

１．多様な映像表現技術を自らの作品に応用できる ○ ○

２．Adobe CC：Illustrator、Photoshop、Premiere Pro、After Effects及びその他関連ツールの技術

の習得し活用できる
○

３．オリジナルな表現を用いて、映像作品を企画・制作できる ○ ○ ○

１．.衣服文化の変遷について理解している ○ ○ ○

２．各国の文化と装いの文化の関係性について理解している ○ ○ ○

３．.装いの文化と社会的影響関係について理論的に説明ができる ○ ○ ○

１．ファッション産業の構造と特性を理解している ○ ○

２．社会・文化の変容とファッション業界の変遷について理解している ○ ○ ○

３．現代社会におけるファッション業界の諸問題について理解している ○ ○ ○

１．海外・国内のトレンド情報やデータ収集の方法を理解している ○ ○ ○

２．マーケティング分析の手法を理解している ○ ○ ○

３．データに基づいたファッションアイテムの企画提案をおこなうことができる ○ ○ ○

１．ブライダルビジネスの基礎知識を理解している ○ ○ ○

２．ブライダルマーケットの仕組みおよび現状を理解している ○ ○ ○

３．習得した基礎知識をもとに今後の婚礼の在り方について考察できる ○ ○ ○

１．海外や国内のブライダル市場の現状を理解している ○ ○ ○

２．顧客のニーズを想定した、オリジナルの婚礼企画を提案できる ○ ○ ○

３．ブライダルアイテムを制作し総合的なプロデュースができる ○ ○ ○

１．ブライダル業界の専門知識と婚礼に関する演習問題を解くことができる ○ ○

２．和・洋の披露宴やコーディネート業務を理解し演習問題を解くことができる ○ ○ ○

３．ブライダルコーディネート技能検定の実技試験対策を実践することができる ○ ○ ○

１．組織マネジメントの基礎的な考え方を身につける ○ ○

２．さまざまな企業の置かれている環境とそれに対する経営戦略を理解する ○ ○

３．現実の企業活動におけるマネジメントや戦略を説明することができる ○ ○

１．マーケティングに関する用語と基本的な理論を理解している ○ ○

２．マーケティング理論・技法を通して消費者行動を考察できる ○ ○

３．マーケティング理論・技法を通して企業の経営戦略を考察できる ○ ○

１．消費者行動と 購買意思決定過程モデルについて理解する ○ ○

２．消費者の満足・不満足について、購買意思決定過程モデルから検討することができる ○ ○

３．社会的文化的状況下において集団と個人から影響をうける消費者行動について理解する ○ ○

１．財務会計の基本的事項を説明できる ○

２．企業会計の仕組みを理解できる ○

３．企業の経営状況を理解できる ○ ○

１．ビジネスとICT（情報通信技術）の関わりについて理解している 〇

２．経営情報システムを実現する具体的なICTの要素技術について理解している 〇

３．AIやDXといった社会を取り巻く新しい技術潮流の経営への影響や今後の変化について理解し

ている
〇 〇 〇

１．健康経営とは何かを説明することができる ○ ○

２．健康経営の有用性について、事例研究を通じて理解を深める ○ ○

３．健康経営の取組みに関する現状や課題を理解し説明することが出来る ○ ○

１．AIと機械学習の基本的な仕組みを説明できる ○

２．様々な分野におけるAI活用事例とその意義を理解できる ○ ○

３．簡単なAI・機械学習モデルを実装し活用できる ○ ○ ○

現代文化を読み解く

現代文化と社会の関係について、身近なテーマと結びつ

けて、社会的、政治的、経済的な側面から理論的に考察

する

文化と社会
グローバル化が進む現代社会において、多様な文化的背

景を持つ人々との共生に必要な知識と教養を身につける

現代社会とメディア

テレビ、新聞、雑誌、広告、インターネットなど、情報を伝達

するための手段や媒体であるメディアについての理解を深

め、それぞれの時代の中で社会や政治にどのような影響

を与えてきたかを知り、現代社会におけるメディアの存在

を多面的に捉える

メディア・アート論

メディアの歴史的発展とメディア技術の進化を学ぶ。特

に、メディア技術がアート表現にどのような影響を与え、ま

たアートがメディアの発展にどのように寄与してきたのかを

探求する

言語と社会
社会言語学の視点から言語と社会の相互関係について学

ぶ

マンガ・アニメ文化論

国内外のマンガ・アニメの文化的発展と社会への影響に

ついて学び、国際、経済など多角的な視点を取り入れて現

代のマンガ・アニメ文化を捉える

装いの文化と社会

和洋の衣服文化が発展してきた歴史的背景や、各国文化

の比較を通して、衣服を身に纏う「装いの文化」と社会の

関係について学ぶ

現代ファッション論

ファッション産業の変遷や構造、商品知識など基本知識を

学び、社会・文化の変容と、ファッションが与える影響関係

について理解を深める

デジタルメディア演習

スマホやタブレット用の動画編集アプリを活用した簡便な

編集から、Adobe CC Premiere Proを使用した本格的な編

集技術までを幅広く学び、現代のメディア環境において求

められる総合的な動画作成スキルを身につける

メディア制作実習

プロジェクションマッピングやアニメーションを含む多様な

映像表現技術の習得を目的とする。独創的でインパクトの

ある映像作品を制作する力を養う

ブライダル企画演習

婚礼ビジネスのトレンド情報を収集しオリジナルの婚礼を

企画した上で、各種アイテムを制作することで総合的なプ

ロデュースに取り組む

ブライダルコーディネート

ブライダル業界に就くために必要な知識や接客技術を学

び、ブライダルコーディネート技能検定3級（国家検定）の

試験対策に取り組む

ファッション企画演習

最新のトレンド情報、データを収集し、マーケティング分析

に基づいたファッションアイテムの企画提案の手法を身に

つける

現代ブライダル論

ブライダルの基礎知識や披露宴のスタイル変化などを学

び、国内外のブライダルマーケットの現状・顧客ニーズを

知ることで、ブライダル業界の役割と今後婚礼のの在り方

について考察する

消費者心理学
消費者行動の理論とそのマーケティングへの応用につい

て学ぶ

財務諸表論
財務会計の意義や制度の枠組み、基礎概念について理

解を深める

経営と戦略
組織マネジメントや経営戦略の基本的な考え方や方法を

学ぶ

マーケティング
マーケティング理論・技法の基本から応用まで理解を深

め、実践場面での活用法を考察する

AI・機械学習の社会応用 AIと機械学習の社会実装：基礎理論から実践的応用まで

経営情報
経営上の問題解決とそれらを実現するためのテクノロジー

を考察し、理解を深める

健康経営 人的資本の重要性を理解し、健康経営の有用性を学ぶ



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

〇：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
  （※1つの達成目標に対して最大3個まで）

１．自然言語と自然言語処理による計量テキスト分析の基礎を理解している ○

２．二次データとしてテキストデータを収集し、テキストマイニングにより的確に計量テキスト分析で

きる
○ ○ ○

３．計量テキスト分析の結果を分かりやすくレポートにまとめることができる ○ ○ ○

１．マルチエージェントシミュレーションの基本概念を理解している ○

２．artisocを用いて簡単な社会モデルを構築できる ○ ○

３．既存モデルを改良し社会現象を分析できる ○ ○ ○

１．アプリ開発の基本的な流れとツールを理解している ○ ○

２．簡単なアプリを設計し実装できる ○ ○

３．ユーザーの視点を考慮したアプリを企画し実装することができる ○ ○ ○

1．スポーツや健康に関する基本的なデータの種類と特徴を理解している ○ ○

２．ExcelやSPSSを用いて簡単なデータ分析ができる ○ ○

３．データに基づいてスポーツや健康の状況について考察することができる ○ ○ ○

１．企業活動におけるお金の流れを読むスキルが身につける ○

２．企業活動における決算書を作成することができる ○ ○

３．日商簿記検定3級レベルの基本的な知識を身につける ○

１．キャッシュフロー計算書の構造と読み方を理解している ○

２．財務諸表の基本的な分析を行うことができ、自社や取引先の経営内容を数字から把握できる ○

３．日商簿記検定3級に合格できる程度の知識が身につける ○

１．ライフプランニングの知識を身につける ○

２．リスク管理の知識を身につける ○

３．タックスプランニングの知識を身につける ○

１．金融資運用の知識を身につける ○

２．不動産の知識を身につける ○

３．相続の知識を身につける ○

１．不動産に必要な基礎知識である法律、制度について理解している ○ ○ ○

２．不動産購入や貸借の際に必要な知識を理解している ○ ○ ○

３．不動産のマネジメントの重要性とその事例について理解している ○ ○ ○

１．不動産の取引に関連する法律や制度について概要を理解している ○ ○

２．不動産の「権利関係」「法令上の制限」「宅建業法」「税金その他」の４つの分野の理解ができて

いる
○ ○

３．宅建士試験の問題の傾向を理解している ○ ○

１．不動産の取引に関連する法律や制度の知識が身についている ○ ○

２．不動産の「権利関係」「法令上の制限」「宅建業法」「税金その他」の４つの分野の知識が身につ

いている
○ ○

３．宅建試験の問題を複数回回答する練習を行っている ○ ○

１．医薬品に共通する特性と基本的な事項を理解している 〇 〇

２．身体構造、薬の働く仕組み、副作用に関する基本的な事項を理解している 〇 〇

３．主な一般用医薬品とその作用について理解している 〇 〇

１．一般用医薬品の販売・授与に関連する法令・制度の仕組みを理解している 〇

２．医薬品の適正使用、安全対策、健康被害救済制度について理解し、説明できる 〇 〇 〇

３．医薬品に共通する特性や主な医薬品の作用について説明できる 〇 〇 〇

１．日本語を分析的に捉え、日本語の文字指導に必要となる日本語の書記体系に関する知識を理

解する
○ ○

２．日本語を分析的に捉え、日本語教育のための文法を体系的に学び、指導上必要となる分析方

法について理解する
○ ○

３．学習者がつまづきやすい学習項目を分析し、指導法を検討できるようになる ○ ○ ○

１．日本語の発音指導に必要となる音韻・音声に関する知識を理解する ○ ○

２．日本語教育のための意味体系に関する知識および語用論的規範について学び、指導上必要と

なる分析方法う効果的な教育実践方法を理解する
○ ○

３．音韻・音声、意味論、語用論の知識を活かし、学習者の日本語によるコミュニケーションを改善

する指導法を検討できるようになる
○ ○ ○

１．言語の習得過程や学習者要因、言語学習の仕組みについて理解する ○ ○

２．世界および日本の言語教育の変遷とともに、様々な外国語教授法を理解する ○ ○

３．.コミュニケーション教育の理論と方法を理解し、学習者の学習目的や教育プログラムの目的・

目標および「日本語教育の参照枠」の言語能力観に沿って、どのように教えるかを考えられるよう

になる。
○ ○

１．日本語教育の教育プログラムとコースデザインについて理解する ○ ○ ○

２．日本語教育における授業計画の立て方を理解し、学習者の学習目的やプログラムの目的・目

標に沿った授業計画が立てられるようになる
○ ○ ○

３．「日本語教育の参照枠」の言語能力観にもとづく評価に対する考え方や方法について理解し、

学習者の学習目的やプログラムの目標に沿った評価を検討できるようになる
○ ○ ○

１．ビジネス日本語および待遇表現の使用の実態や、日本語での社会言語的な適切さに関する知

識や社会文化的知識、および社会的・文化的慣習について理解し、適切に使用できるようになる
○ ○

２．異なる文化背景を持つ人や日本語学習者にビジネス日本語および待遇表現を教えられるよう

に、社会言語能力及び社会文化能力を向上させる方法について理解する
○ ○

３．ビジネス・コミュニケーションにおける言語的な行動及び非言語行動の様相について理解する ○ ○

１．N1レベルの語彙（約10,000語）、文法構造、慣用表現、敬語表現などを理解している ○ ○

２．論説文、評論文、抽象的な内容を含む文章などの長文を理解し、文章の論旨や筆者の意図を

的確に把握できる
○ ○

３．過去問題や模擬試験を通じて、本番試験環境での解答テクニックを身につけている ○ ○

1．小学校及び中学校社会科の目標と内容を理解し、各分野の基礎的な知識や資料活用の技能を

身につけている
○

２．社会的な事象について、多面的・多角的に考察し、公正に判断使用とする態度を身につけてい

る
○ ○

３．小学校及び中学校学習指導要領の構成と内容を理解している ○

テキストマイニング

アンケート調査の自由記述データ、口コミデータなどの二

次データを、テキストマイニングにより計量テキスト分析を

行い、その分析結果をレポートにまとめる

スポーツと健康のデータサイエ

ンス
身近な例から学ぶスポーツ・健康データの分析と活用

簿記・会計実務I
簿記の基礎となる個人商店を対象とした商業簿記を学習

する

シミュレーションによる課題解決
マルチエージェントシミュレーションを用いた社会現象の分

析と問題解決

アプリ開発実践演習 実践的スマートフォンアプリ開発：基礎から社会実装まで

FP（資産運用）

ファイナンシャル・プランナーにとって必要な知識である家

計にかかわる金融、不動産、相続など幅広い知識を学習

する

宅地と建物

不動産を取り巻く現状および土地や建物の売買や賃貸物

件の媒介など不動産の取引業務に必要な基礎知識や不

動産のマネジメントについて学ぶ

簿記・会計実務II
財務諸表に関する知識を活用し、“企業の体力”や“社会

の動き”を分析する能力を養う

FP（将来設計）

ファイナンシャル・プランニングの必要な知識である家計に

かかわる住宅ローン、教育資金、年金制度、保険、税制な

ど幅広い知識を学習する

医薬品管理
登録販売者として必要な人体の働きと医薬品についての

知識及び技術を学ぶ

登録販売者実務
登録販売者として必要な、薬事関係法規・制度および医薬

品の適正使用・安全対策について学ぶ

日本語学A
日本語の発音体系、アクセント・イントネーションの特徴、

文字体系の歴史的変遷と現代の使用法を学ぶ

宅建特講I

本特講は不動産を取り巻く社会状況を学びながら、宅地

建物取引士（国家資格）の受験・資格取得を目標とする

宅建特講II

本特講は不動産を取り巻く社会状況を学びながら、宅地

建物取引士（国家資格）の受験・資格取得を目標とする

日本語教育演習
日本語教育法で学んだ理論を基に、実際に日本語を教え

る現場を想定した実践的なスキルを養成する

ビジネス日本語
日本語を使用して就職活動をしたり、働いたりする際に必

要な日本語を学ぶ

日本語学B
日本語の文法構造、語彙体系、意味機能について体系的

に学ぶ

日本語教授法

日本語教育のコースデザイン・シラバスデザインに関する

基本的知識と学習者の特性や目的に応じた授業設計につ

いて学ぶ

日本語能力検定1級対策

日本語能力試験N1合格を目指し、資格取得に必要な知

識・技能を学修する

【日本語能力試験N2レベルの留学生のための科目】

社会 学校及び中学校社会科の教育内容と教材研究



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

〇：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
  （※1つの達成目標に対して最大3個まで）

１．小学校及び中学校社会科の問題解決的な学習について、授業の構成要素から実感的に理解

し、実践のイメージをもてるようにする
○

２．小学校及び中学校社会科の単元構成を理解し、学習指導案を作成する ○

３．模擬授業を行い，全体で振り替えることにより、授業を進める力をつける ○ ○ ○

１．生徒の認識や思考、学力などの実態をふまえた授業設計の重要性を理解している ○ ○

２．中学校社会科の特性に応じた教材の効果的な活用法を理解し、授業設計に活用することがで

きる。
○ ○

３．学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成すること

ができる
○ ○ ○

１．中学校社会科の公民的分野に関して、学習指導要領の変遷と内容を理解する ○

２．公民的分野担当の教員として必要な基礎的基本的な知識や技能を身に付ける ○ ○

３．公民的分野の授業に求められる基礎的な指導力を身に付ける ○ ○ ○

１．公民科に関して、学習指導要領の変遷と内容を理解する ○ ○

２．公民科を担当する教員として必要な基礎的基本的な知識や技能を身に付ける ○ ○

３．公民科の授業に求められる基礎的な指導力を身に付ける ○ ○ ○

１．中医学の自然生命に対するホリスティックな考えや人の生活と自然変化の関係

性を理解することができる。
○ ○

２．個別性を重視する「地理的環境に起因するもの」「本人の体質に起因するもの」「季節時間・季

節差に起因するもの」という対象理解の要素を理解することができる。
○ ○

３．人間の健康を保つために、基本的な自然治癒力（気血水の充足と経絡循環の流暢）と自然規

律の時間養生法を理解することができる。
○ ○

１．様々なスポーツ産業の形態について理解している 〇

２．スポーツに関するビジネスの基本的な仕組みについて理解している 〇 〇 〇

３．社会におけるスポーツ産業の役割について理解している 〇 〇 〇

１．スポーツに関わる人の心理について理解している 〇

２．スポーツに関わるメンタルトレーニングについて理解している 〇

３．スポーツを愛好する心を育むことができる 〇

１．スポーツの役割について理解している 〇

２．スポーツの必要性について理解している 〇

３．社会におけるスポーツの立場を理解している 〇

１．トレーニングの原則について理解している 〇

２．運動処方の基本について理解している 〇

３．対象者の状況に応じた運動処方を提案できる 〇 〇 〇

１．健康づくりのための運動指導に必要な能力について理解している 〇

２．ウォームアップ・クールダウンについて理解し、その方法を身につけている 〇

３．ウォーキング・ジョギングの特性や効果について理解した指導ができる 〇 〇

１．わが国における健康の現状を理解している 〇 〇 〇

２．疫学の方法について理解している 〇 〇 〇

３．環境と健康について理解している 〇 〇

１．主要疾患の疫学と予防対策について理解している 〇 〇 〇

２．わが国における保健行政を理解している 〇 〇 〇

３．社会保障・社会福祉について理解している 〇 〇 〇

１．スポーツマネジメントの基礎的概念について理解している 〇

２．マネジメントの代表的な理論について理解している 〇

３．実際のスポーツ場面におけるマネジメントについて理解している 〇 〇 〇

１．障がい者スポーツやアダプテッドスポーツの基本的概念を理解している 〇 〇

２．公認パラスポーツ指導員の意義や公認パラスポーツ指導員の役割を理解している 〇 〇

３．障がい者について理解し、その人に応じたスポーツ活動の支援を行える 〇 〇 〇

１．メディカルチェックや運動・スポーツ時の安全管理について理解している 〇 〇 〇

２．スポーツ障害を予防するための方法を理解している 〇 〇 〇

３．スポーツ障害に対する応急処置や対処法を理解し、実践できる 〇 〇 〇

社会科指導法 社会科の基礎的理解と社会科授業づくりの実践力の育成

社会科指導法Ⅱ

様々な学習指導理論を踏まえて具体的な授業場面を想定

した授業設計を行い、中学校社会科の授業を構築する力

を身につける。また、中学校社会科を教授する際に必要と

なる教材活用の理論と方法について学ぶ。

中医学の基礎

中医学ケアの原則は、人間生命が本来持っている自然治

癒力を重要視し、自然との調和により健康を守る。この講

義は、西洋医学と異なる視点で人体の病態生理を理解

し、自然と生命を一体化する中医看護理念及び人体と自

然とのトンネル機能を果たすツボや経絡循環の疎通による

自然治癒力を得る方法を学ぶ。

スポーツ産業論
スポーツ産業の仕組みと社会における役割について理解

する

スポーツ心理学 スポーツに関わる人々の心理について理解する

社会科指導法Ⅲ 公民的分野の指導と実践力の育成

社会科指導法Ⅳ
高等学校公民科の理解と中学校社会科との系統性を踏ま

えた授業実践力の養成

公衆衛生学Ⅰ 私たちの健康をめぐる現状について学ぶ

公衆衛生学Ⅱ 衛生行政および環境について学ぶ

スポーツマネジメント論 スポーツが関わっているビジネスについて学ぶ

スポーツ社会学 社会におけるスポーツの役割について理解する

健康づくりと運動
心身の健康の維持・増進に役立つ運動やスポーツ活動の

条件を理解する

健康スポーツ指導法Ⅰ 健康づくりのための運動の基礎と指導法を習得する

アダプテッドスポーツ論
障がい者のスポーツ活動のより良い支援が行える力を身

につける

安全管理と救急処置
運動やスポーツを安全に実施するための知識、運動障害

の予防と救急処置について学ぶ



DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10 DP11 DP12 DP13 DP14 DP15

学科目 科目の主題 科目の到達目標

ディプロマポリシーの項目番号

〇：DP達成のために設定された到達目標と関連性がある
  （※1つの達成目標に対して最大3個まで）

１．ストレスとストレス対処に関する理論を理解できる 〇

２．職場不適応と復職支援についての知識を習得する 〇

３．様々な心の病について、その病のメカニズム、心の病にある人の苦しみ、および予防策につい

て理解できる
〇 ○

１．政治・法律の基礎的な知識を身につける ○

２．経済の基礎的な知識を身につける ○

３．社会の基礎的な知識を身につける ○ ○

１．数的推理、判断推理の基礎知識を身につける ○

２．自然科学(特に地学・生物)の知識を身につける ○ ○

３．過去問題や演習に多く触れ、実際の試験問題の傾向を捉える ○ ○

１．文章理解の基礎的な知識を身につける ○

２．日本史・世界史の基礎的な知識を身につける ○

３．地理の基礎的な知識を身につける ○

１．教職という仕事を多面的に理解している 〇 〇

２.専門職的な能力を築きつつ、児童・生徒の学びをデザインできる実践的技能を備えている 〇

３．教職の専門性に裏打ちされて、総合的に展開できる実践的指導力を備えている 〇

１．.教育の本質と社会的役割について理解している 〇

２．教育の歴史に関する基礎的知識を身に付け、現代社会における多様な教育課題について、歴

史的背景も踏まえて自らの見解を述べることができる
〇 ○ ○

３．学校、家庭、社会における教育に関する様々な思想を理解し、将来の教育のあり方について構

想することができる
〇 ○ ○

１．教育心理学で得られた様々な知見を概観し、相互の理解を深めている 〇 〇

２．教育心理学的に授業評価ができる 〇

３．その授業評価に基づき、授業計画・授業内容・授業方法について改善策を提案できる 〇

１．教育に関する社会的、制度的または経営的事項を理解し習得している 〇

２．教育制度、教育政策、学校経営に関する理解を深めている 〇

３．教育に関するさまざまな問題について深く考えることができる 〇

１．さまざまな人権問題に関する知識を身につけている 〇

２．人権に関する基本的な考え方を知っている 〇 〇 〇

３．人権を自らの問題として認識し、考えることができる 〇 〇

１．特別支援教育の理念や目標を理解する 〇

２．具体的な支援・指導の在り方を検討する 〇

３．教育支援計画、個別の支援計画、組織的な連携の在り方について理解する 〇

１.教育課程の基本原理や実践に即した教育課程編成の方法を理解している 〇

２.学習指導要領改訂の流れとその時々に求められた資質・能力の変遷を理解し、学校教育と社会

のつながりを教育課程の観点から見通すことができる
〇

３.中等教育におけるカリキュラム・マネジメントについて、その意義を自らの言葉で説明することが

できる。
〇

１．日本と西欧における道徳教育の歴史を習得している 〇

２．学校教育における道徳教育の目標と内容と方法を統一的に理解している 〇 〇 〇

３．実践的に解決しがたい問題にも、解決方法を模索し創意する志向性を有している 〇

１.特別活動及び総合的な学習（探究）の時間の意義と、今日求められている課題を認識している 〇 ○

２.特別活動及び総合的な学習（探究）の時間の指導案を作成し、それに基づいて模擬授業を行う

ことができる
〇

３．模擬授業を行う経験を通して、授業の場での具体的かつ実践的な教育方法を修得している 〇

１．教育方法に関する理論に基づき、授業研究を行うことができる 〇 〇

２．教育方法に関する理論に基づき、教材研究を行うことができる 〇 〇 〇

３．学習教材を計画・開発・評価するプロジェクトに取り組むことができる 〇

１．個性を持つ生徒一人ひとりを理解できるための基礎的な知識を習得している 〇 〇

２．教師の専門職性をふまえながら生徒に対する理解および援助の方法について考えることがで

きる
〇 〇

３．進路指導の理論と方法を知り、キャリア教育の実践について提案できる 〇

１．教育相談における技法を知っている 〇 〇

２．教育相談への理解を深めている 〇

３．学校で教員となった場合どのように生徒・保護者と関わっていくかについて各自が積極的に考

えることができる
〇

１．教職の意義や教員の役割、職務内容について深く理解している 〇

２．学校を取り巻く諸問題について教員として適切な対処ができる 〇 〇

３．効果的に教科指導するための工夫ができる 〇 〇

１．教育実習の意義と心構えについて基本的に理解している 〇

２．教科指導の方法・技術について基礎的に習得している 〇

３．生徒指導・特別活動・道徳指導について実践的に修得している 〇

１．学校現場で教育実践できる 〇

２．教職の意義、教員の役割と職務について理解している 〇

３．教育実践の体験に基づき、自らの教職への適性や進路について考えることができる 〇 〇

１．中学校での教育実践を通して、現場での課題を理解している 〇

２．教科指導や生徒指導、学級経営に関わる実践的能力を身につけている 〇

３．自らの教員としての資質能力を省みることができる 〇

公務員特別演習基礎
公務員試験の合格を目指すための，社会科学に関する基

本的な知識を身につける

公務員特別演習応用

公務員試験の教養試験において必要とされる自然科学の

知識を身につけ、それらを現実の試験に対応させ得る力を

つける

メンタルヘルス論
職場におけるメンタルヘルスに関する基礎知識を習得し、

心の病理に対する偏見を払拭し理解を深める

教育原理 教育の理論と実践の関係を把握する

教育心理学

幼児，児童及び生徒の心身の発達・学習の過程（障害の

ある幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程を

含む。）

公務員特別演習発展
公務員試験の教養試験で必要な人文科学の知識を身に

つける

教職論 教職の専門性と教師の魅力について学ぶ

特別支援教育

中学校・高等学校の教諭・養護教諭・栄養教諭等の教員

免許状取得を目指す学生として、特別

支援教育の意義、制度の仕組みおよび生徒の理解と支援

の方途の概要を身につける。

教育課程論 教育課程の編成に関する基礎的な理念・原理の理解

教育行政学
「教育の条件整備」のための教育法規・教育行財政・教育

政策

人権教育 人権尊重のための知識や態度及び実践力を養う

教育方法論（ICT活用を含む）
教育方法及び教育現場における情報通信技術の活用に

関する理解

生徒指導及び進路指導論
生徒指導の理論及び方法／進路指導及びキャリア教育

の理論及び方法

道徳教育の理論と指導法
道徳教育の歴史・理論および「特別の教科 道徳」の意義

と指導法

特別活動及び総合的な学習の

時間

「特別活動」および「総合的な学習（探究）の時間」の意義

と指導法を学ぶ

教育実習（中・高）Ⅰ
高等学校での教育実践によって、教職の意義、教員の役

割と職務を再認識 し、教員としての資質能力を高める

教育実習（中・高）Ⅱ
中学校での教育実践によって教育現場の課題を認識し、

自らが教員としてどのように解決に取り組むかを考える

教育相談
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）

の理論および方法を理解する

教職実践演習(中・高）

教員として求められるの資質能力、知識や技能をさらに伸

長し、次世代の教職を担う人材として十分な能力を身につ

ける

事前・事後指導 教育実習の事前指導と事後指導
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